
有
田
川
町
に
は
、
90
ヶ
所
以
上
の
遺
跡
の
存
在
が
知
ら
れ
て
い

ま
す
。
こ
れ
ら
の
遺
跡
の
中
に
は
、
弥
生
時
代
の
拠
点
集
落
で
あ

る
田
殿
尾
中
遺
跡
や
、
有
田
郡
最
大
の
後
期
古
墳
で
あ
る
泣な
き

沢さ
わ

女め

の
古
墳
、
有
田
郡
唯
一
の
白
鳳
寺
院
で
あ
る
田
殿
廃
寺
跡
な
ど
が

あ
り
、
ま
た
近
畿
地
方
南
部
で
は
初
出
土
と
な
っ
た
旧
吉
備
中
学

校
校
庭
遺
跡
出
土
の
青
銅
鏡
な
ど
の
存
在
は
、
こ
の
地
域
が
古
代

有
田
地
方
の
中
心
地
と
し
て
の
役
割
を
担
っ
て
き
た
こ
と
を
物

語
っ
て
い
ま
す
。

遺
跡
や
そ
こ
か
ら
発
見
さ
れ
る
出
土
品
な
ど
地
中
に
埋
も
れ
た

文
化
財
は
、「
埋
蔵
文
化
財
」
と
呼
ば
れ
、
古
く
は
県
内
最
古
の

人
間
活
動
の
痕
跡
を
示
す
後
期
旧
石
器
時
代
以
降
、
こ
の
地
に
生

き
た
先
人
達
の
暮
ら
し
や
祈
り
の
様
子
な
ど
、
地
域
の
歴
史
を
雄

弁
に
語
り
か
け
て
く
れ
ま
す
。

企
画
展
「
有
田
川
の
地
宝
」
で
は
、
有
田
川
町
内
出
土
の
埋
蔵

文
化
財
を
一
堂
に
公
開
す
る
こ
と
に
よ
り
、
遺
跡
や
出
土
品
が
語

る
有
田
川
町
の
歴
史
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
こ
の
機
会
に
是
非
ご
覧

く
だ
さ
い
。

主
な
展
示
品

●
有
田
地
方
最
古
の
道
具
・
ナ
イ
フ
形
石
器

（
土
生
池
遺
跡
）

●
飛
騨
地
方
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
ま
つ
り
の
道
具
・
御
物
石
器

（
小
川
地
区
出
土
）

●
近
畿
南
部
初
出
土
の
青
銅
鏡（
旧
吉
備
中
学
校
校
庭
遺
跡
）

●
水
辺
の
祭
り
に
使
用
さ
れ
た
土
器
と
木
製
品

（
野
田
地
区
遺
跡
）

●
有
田
地
方
最
古
の
寺
院
瓦（
田
殿
廃
寺
跡
）

●
仏
像
を
文
様
と
す
る
瓦（
築
那
院
跡
）

会　

期　

8
月
3
日（
土
）
か
ら
9
月
29
日（
日
）

会　

場　

地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
Ａ
Ｌ
Ｅ
Ｃ

休
館
日　

毎
週
月
曜
日
、
9
月
5
日（
木
）

企
画
展
「
有
田
川
の
地
宝
」

を
開
催
し
ま
す

番
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